
多彩なコンテンツを掲載した
当社ウェブサイトをご利用ください

デンカ 検　索

当社には、単元未満株式を所有される株主さま向けに、単元株式数（1,000株の倍数）になるよう

市場価格にて買い増しいただける「買増制度」、単元未満株式の市場価格での買取りを請求いただけ

る「買取制度」がございます。

お手続き方法

特別口座で単元未満株式を
ご所有の株主さま

株主名簿管理人三井住友信託銀行株式会社にお申し出ください。

 0120-782-031

証券会社等で単元未満株式を
ご所有の株主さま

お取引のある証券会社等にお申し出ください。

当社株式を
1,500株ご所有

の場合

1,500株 2,000株

500株

500株

買増
制度

買取
制度

お持ちの株式
例

例

単元株式
 （市場で売買可能）

単元株式
 （市場で売買可能）

市場価格で
お売りします

市場価格で買い取ります
単元未満株式の500株は、
市場では売買できません。

例

お持ちの株式
1,000株 1,000株

単元未満株式の買増制度および買取制度のご案内

※	単元未満株式の買増し・買取り手数料は無料となっておりますが、証券会社等を通じてお取引された場合、別途手数料が徴収され
ることがございます。詳細につきましては、お取引のある証券会社等にご確認願います。

トップページ IR情報

見やすく読みまちがえにくいユニバーサル
デザインフォントを採用しています。http://www.denka.co.jp/

株主さまへのお知らせ
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第157期 中間報告書
（2015年４月1日から2015年9月30日まで）

（証券コード：4061）
デンカ株式会社

マネジメントメッセージp.1

連結財務データp.4

ニュースチェックp.5

会社および株式の情報p.7

株主優待販売のご案内p.9
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新しいデンカとして、	「攻めの姿勢」と「チャレンジ精神」で、
これからの100年も	持続的発展に挑戦し続けます。

が寄与し、営業利益、経常利益ともに前年同期

に比べ大幅増益となり、純利益も上期としての

過去最高益を更新しました。

下期につきましては、一部の分野で不透明な

動きも見られますが、引き続き業容の拡大と収

益の確保に注力いたします。

経営計画「Denka100」の
新成長戦略と具体的施策
このような環境のもと、当社は、経営計画

「Denka100」の新成長戦略に従い、この上期も

多くの具体的施策を「攻め」の姿勢で実行に移し

てまいりました。

経営環境は本格的な回復に至らずも、
前年同期比大幅増益を達成
2015年度（平成27年度）上期のわが国経済は、

個人消費や住宅投資など一部で持ち直しの動き

が見られたものの、輸出や生産では力強さを欠

く状況が続き、本格的な回復には至りませんで

した。このような状況のもと、当社グループは、

国内外での拡販等に努め、業容の拡大と収益の

確保に注力しましたが、原燃料価格安に対応し

た石化製品の値下げの影響等により、今上期の

売上高は前年同期に比べ減収となりました。し

かし、収益面では、円安による輸出製品の手取

り増加や原燃料価格の下落による採算改善など

株主のみなさまにおかれましては、平素より
格別のご高配を賜り厚く御礼申しあげます。
当社の第157期中間報告書をお届けするに 
あたり、ひとことご挨拶を申しあげます。

代表取締役社長　吉髙　紳介

当第２四半期累計

1,826億円
通期予想	 3,750億円
前第２四半期累計	 1,869億円
前期	 3,840億円

売上高 営業利益 経常利益

当第２四半期累計

135億円
通期予想	 270億円
前第２四半期累計	 94億円
前期	 243億円

当第２四半期累計

146億円
通期予想	 300億円
前第２四半期累計	 94億円
前期	 240億円
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新しいデンカとして、	「攻めの姿勢」と「チャレンジ精神」で、
これからの100年も	持続的発展に挑戦し続けます。

最初に、「生産体制の最適化」に関する取り組み

では、本年6月に、ベトナム・フンエン省にて、

塩化ビニル製粘着テープ「ビニテープ®」の新工

場が竣工いたしました。また、8月には中国遼寧

省大連市にて、高速鉄道向けパワーモジュール

用高信頼性放熱プレート「アルシンク®」の製造

工場が竣工しております。

さらに10月末には、アメリカの「デュポン社

（E.I.	du	Pont	de	Nemours	and	Company）」のク

ロロプレンゴム事業の事業譲受に関する手続きが

完了し、11月1日よりデンカグループのプラント

としてスタートしました。これにより、クロロプ

レンゴム事業において、青海工場に加え、北米に

第２の生産拠点を保有することとなります。

次に、「成長ドライバーへの資源集中と次世代

製品開発」に関する取り組みです。当社では、「環

境」「エネルギー」「インフラ」「健康」を「成長４分

野」と位置づけ、経営資源を集中するとともに、

次世代製品の開発に取り組んでおります。

「インフラ」分野では、特殊混和材事業強化のた

め、かねてより出資していたマレーシアの建設資

材メーカー「ポスコ社（Posco	Venture	Sdn.	Bhd.）」

への出資比率を高め、子会社化いたしました。

「健康」分野では、ワクチン・検査試薬事業の

新たな展開として、がん治療ウイルス製剤「Ｇ

４７Δ」（ジーよんじゅうななデルタ）の実用化

に向けた大量生産法の開発に着手したほか、植

物を利用した画期的な遺伝子組換え技術を持つ

独バイオ医薬品研究開発企業「アイコン社（Icon	

Genetics	GmbH）」の株式を取得し、子会社化し

ました。また、アメリカの検査サービス会社	

「キューグループ社（KEW	Group	Inc.）」との連携

により、同社の遺伝子変異解析システムを用い

た、がん治療法情報提供事業の構築に向けた調

査を進めております。

さらなる安全活動への取り組み

当社は、本年４月に安全対策本部長（代表取締

役社長）が発令した、安全衛生と保安防災にかか

わる基本方針「職場の安全衛生と設備の保安防災

は、すべての事業活動で最優先とする」のより一

層の浸透を図るため、安全活動の自主監査であ

る「安全検討会」を「安全推進会議」に改称して、

親会社株主に帰属する当期（四半期）純利益

当第２四半期累計

99億円
通期予想	 190億円
前第２四半期累計	 75億円
前期	 190億円

当期中間配当

6.0円
当期年間配当（予想）	 12.5円

前期中間配当	 5.0円

前期年間配当	 12.5円

配当
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その機能を強化しました。

具体的には、国内６工場とデンカイノベーショ

ンセンターにおいて、年１回実施する各事業所

の安全推進会議は、本社査察チームによる「安全

査察」と、安全文化構築に関わるテーマを取り上

げる「討論会」の二部構成とし、安全の自主監査

としての査察機能を明確にするとともに、討論

では客観的な視点を取り入れて、より多くの疑

問や“気づき”を得ることで、社員一人ひとりがそ

れぞれの立場で、今何をすべきかを考える機会

としています。

これらの活動により、化学企業としての社会

責任を全うするため、今一度“安全最優先”の基

本に立ち返り、全員で明るく元気な職場づくりに

取り組むことで、事故災害のない、社会に信頼

される企業となることを目指します。

「デンカ」として新たなスタート

本年5月1日、当社は創立100周年を迎えまし

た。これはひとえに、株主のみなさまをはじめと

した多くのステークホルダーのみなさまのご支

援の賜物であり、心より感謝申しあげます。

そして、第156回定時株主総会で、株主のみな

さまからのご承認を得て、当社はこの10月より社

名を変更し、「デンカ株式会社（Denka	Co.,	Ltd.）」

として新しい歴史を歩みはじめました。

100年にわたって先人が築き上げた伝統を守る

だけではなく、新しい「デンカ」を築くという決意

を胸に、全社員が心を一つにして力を尽くして

いく所存です。

株主のみなさまには、一層のご理解とご支援

を賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。

セグメント別の状況

■ 第2四半期累計 ■ 通期

2014年度 2015年度

483

228235

売上高（単位：億円）●	ＬＥＤ用サイアロン蛍光体
“アロンブライト”は販売数量
が増加し増収。
●	電子回路基板や電子部品・半
導体搬送資材用の機能フィル
ムは販売数量が減少し減収。

電子・先端プロダクツ部門

生活・環境プロダクツ部門

2014年度 2015年度

802

357363

売上高（単位：億円）
■ 第2四半期累計 ■ 通期

●	合繊かつら用原糸“トヨカロン”は
販売数量が増加し増収。
●	食品包材用シートやデンカポリ
マー株式会社の加工品の販売も
順調に推移。
●	プラスチック雨どいや工業用テー
プは販売数量が減少し減収。
●	医薬品ではデンカ生研株式会社
のインフルエンザワクチンは販売
数量が増加し増収となり、試薬の
販売も前年を上回る。

2014年度 2015年度

478

236233

売上高（単位：億円）
■ 第2四半期累計 ■ 通期

●	特殊混和材は販売数量が増加
し増収。
●	セメントの国内販売や肥料は
販売数量が減少し減収。

インフラ・無機材料部門

2014年度 2015年度

1,663

809841

売上高（単位：億円）
■ 第2四半期累計 ■ 通期

●	クロロプレンゴムは円安による
手取り増加により増収。
●	スチレンモノマーやデンカシン
ガポール社のポリスチレン樹脂
等は、販売数量は増加したが
原材料価格の下落に伴い販売
価格が下落。

エラストマー・機能樹脂部門
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負債
純資産合計
446,253

資産合計
445,569

負債
純資産合計
445,569

固定負債
74,669

流動負債
160,101

純資産
210,798

流動資産
170,497

固定資産
275,071

流動資産
166,583

固定資産
279,669

流動負債
155,491

固定負債
77,907

純資産
212,854

前連結
会計年度末
（2015.3.31）

当第2四半期
連結会計期間末
（2015.9.30）

前連結
会計年度末
（2015.3.31）

当第2四半期
連結会計期間末
（2015.9.30）

有形
固定資産
211,864

無形
固定資産

1,509
投資

その他の
資産

61,698

有形
固定資産
212,020
無形
固定資産
7,508
投資
その他の
資産
60,141

負債
234,771

株主資本
182,722
その他の
包括利益

累計額
26,043
非支配

株主持分
2,032

株主資本
185,392
その他の
包括利益
累計額
24,975
非支配
株主持分
2,487

負債
233,398

資産合計
446,253

連結損益計算書の概要（単位：百万円）

前第2四半期連結累計期間
（2014.4.1～2014.9.30）

当第2四半期連結累計期間
（2015.4.1～2015.9.30）

営業利益
14,620

親会社株主に
帰属する

四半期純利益
9,885

売上高
182,627

経常利益
13,527

▼売上原価
▼販売費・
　一般管理費

137,691
30,315

▲営業外収益
▼営業外費用

1,358
2,451

▼特別損失
▼法人税、住民税
　及び事業税
▼非支配株主に帰属
　する四半期純利益

632

2,889

120

▼売上原価
▼販売費・
　一般管理費

148,823
28,635

▲営業外収益
▼営業外費用

1,637
1,635

▲特別利益
▼法人税、住民税
　及び事業税
▼非支配株主に帰属
　する四半期純利益

1,204

3,010

84

売上高
186,870

営業利益
9,410 親会社株主に

帰属する
四半期純利益

7,523

経常利益
9,412

連結貸借対照表の概要（単位：百万円）

営業活動による
キャッシュ・フロー

13,481

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び
現金同等物に
係る換算差額

1,825

投資活動による
キャッシュ・フロー

△15,854
現金及び

現金同等物の
四半期末残高

9,643

98350

現金及び
現金同等物の

期首残高

9,157

当第2四半期連結累計期間
（2015.4.1～2015.9.30）

新規連結に伴う
現金及び現金

同等物の増加額

連結キャッシュ・フロー計算書の概要（単位：百万円）

前連結
会計年度末

当第2四半期
連結会計期間末

資産の部
流動資産 170,497 166,583

現金・預金 9,219 9,708
受取手形・売掛金 83,172 79,195
商品・製品 44,103 45,546
仕掛品 2,725 2,861
原材料・貯蔵品 17,687 17,800
その他 13,845 11,691
貸倒引当金 △ 256 △ 220

固定資産 275,071 279,669
有形固定資産 211,864 212,020

建物・構築物（純額） 55,082 57,931
機械装置・運搬具（純額） 74,636 74,088
工具・器具・備品（純額） 2,481 2,783
土地 63,303 63,311
その他 16,358 13,904

無形固定資産 1,509 7,508
特許権 744 684
のれん ― 5,185
その他 764 1,637

投資その他の資産 61,698 60,141
資産合計 445,569 446,253

前連結
会計年度末

当第2四半期
連結会計期間末

負債の部
流動負債 160,101 155,491

支払手形・買掛金 47,401 43,992
短期借入金 47,456 46,193
コマーシャル・ペーパー 9,000 18,000
一年内返済予定の長期借入金 12,570 10,472
その他 43,671 36,831

固定負債 74,669 77,907
社債 30,000 30,000
長期借入金 23,509 27,484
その他 21,158 20,422

負債合計 234,771 233,398
純資産の部

株主資本 182,722 185,392
資本金 36,998 36,998
資本剰余金 49,284 49,284
利益剰余金 99,080 105,457
自己株式 △ 2,641 △ 6,349

その他の包括利益累計額 26,043 24,975
非支配株主持分 2,032 2,487
純資産合計 210,798 212,854

負債・純資産合計 445,569 446,253

連結貸借対照表（単位：百万円）

4

より詳細なデータについては
当社ウェブサイトをご参照ください デンカ IR 検 索連結財務データ

（2015年9月30日現在）
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ルイジアナ州
ラプレイス

東京

ザクセン アンハルト州ハレ マサチューセッツ州
ケンブリッジ

アメリカ
日本

ドイツ

デンカの主要グループ会社であるデンカ生研では、藤堂具紀氏(東京大学医科学研究所教授)より委託を受け、同氏が
開発中のがん治療ウイルス製剤G４７Δ(デルタ)の実用化に向けた大量生産法の開発に着手いたしました。
G４７Δは遺伝子改変ヘルペスウイルスを用いた新しいコンセプトのがん治療薬で、本年１月より膠芽腫(悪性脳腫瘍の
一種)を対象とした臨床試験のフェーズ２が医師主導治験として開始されております。今後、G４７Δの実用化には大規模
な製造方法や試験方法の確立が必要となりますが、G４７Δはウイルスそのものを製剤化するため、特別な技術と経験が
必要になってまいります。デンカ生研は長年に渡りワクチンとウイルス検査試薬の開発と製造を行っており、G４７Δの実
用化に向けて必要となる技術と経験を有していることから、このたびの開発受託に至ったものです。
G４７Δは、がんのウイルス療法という新しい分野を開拓する画期的な治療薬として期待されており、デンカグループは

１日も早い実用化を通じて医療の発展と人類の健康の増進に寄与していきたいと考えております。

がん治療ウイルス製剤「G４７Δ」実用生産の開発受託

デンカは本年８月、ドイツのバイオ医薬品研究開発企業である、アイコン社（Icon	
Genetics	GmbH）の全株式を２段階にわたって取得していくことを、アイコン社の親会
社ノマッド社（Nomad	Bioscience	GmbH）と合意しました。
アイコン社の保有する技術プラットフォーム「magnICON®」は、植物の遺伝子組替え
技術を用いて、抗体やワクチン抗原などの高分子タンパク質を産生する技術で、微生物培養や昆虫などの細胞培養と比
べ、安全、低コストかつ短時間での大量生産が可能となるプラットフォームであり、第三者の専門機関からも、収率や生
産コストの点で優位性があるとの評価を受けております。
本買収により、デンカグループは、ノロウイルスワクチンなどの新規ワクチンの開発が可能となるのに加え、デンカ生
研が手掛けている季節性インフルエンザワクチンに関して、従来法に代わる新たな生産技術、さらには検査試薬に用い
る抗体製造技術を新たに獲得することで、今後、ワクチン・検査試薬の事業展開を加速していきます。

独バイオ医薬品研究開発企業 
アイコン社の株式取得（子会社化）

植物を利用して	
高分子タンパク質
を産生
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その他の情報や最新の情報は、当社ウェブサイト
の「ニュースリリース・トピックス」をご覧ください。
http://www.denka.co.jp/news/

デンカ NEWS 検　索News Check
ニュースチェック

当期前半における注目のトピックスをお知らせいたします。
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ルイジアナ州
ラプレイス

東京

ザクセン アンハルト州ハレ マサチューセッツ州
ケンブリッジ

アメリカ
日本

ドイツ

デンカとアメリカのキューグループ社（KEW	Group	Inc.）は、遺伝子解析技術を用いて、日本の医療機関に対する
がん治療法情報提供事業を構築すべく、新潟大学の協力のもと、本年6月よりキューグループ社が開発した解析シス
テム「CancerPlex®」の日本人がん患者への適用性調査を進めています。
「CancerPlex®」はキューグループ社の製品で、次世代型シーケンサー（遺伝子の塩基配列読み取り装置）とバイオ
インフォマティクス（生命情報科学）を駆使した、もっとも網羅的なゲノム遺伝子検査システムのひとつで、固形が
んの400以上のがん遺伝子に着目して、緻密かつ詳細に、そしてタイムリーに患者のがん遺伝子変異を解析し、が
ん専門医に治療法の情報を提示します。
一人ひとりのがん遺伝子変異を解析し、治療につなげるこのシステムのアプローチは、より良い生活の質（QOL）

のための有望な次世代医療のひとつとして大きく期待されています。
デンカグループとキューグループ社は、この共同調査をとおして、日本、アジア諸国、さらには世界のがん患者

とその家族が有益な情報にアクセスできる、次世代医療の具現化を目指しています。
※「CancerPlex®」はKEW	Group	Inc.の登録商標です。

米国検査サービス会社キューグループ社との連携により
日本におけるがん遺伝子変異調査を開始

デンカのオープンイノベーションを推進するために、社会に広く開かれた
研究開発拠点として昨年４月に竣工した「デンカイノベーションセンター本
館」が、「第28回日経ニューオフィス賞・関東ニューオフィス奨励賞」（主催：
日本経済新聞社、一般社団法人ニューオフィス推進協会）と「2015年度グッ
ドデザイン賞」（主催：公益財団法人日本デザイン振興会）を受賞しました。
このデンカイノベーションセンター本館は、“オープンイノベーションのあるべき姿”の実現を目指して、企画設計
の段階よりハードとソフトの両面において、綿密な調査と検討を重ねて建設されました。今回の受賞は、最適なオフ
ィス環境と豊かな知的創造空間の実現とともに、オフィス空間としての合理的な機能とデザインの調和に対してご評
価をいただいたものです。
デンカは、オープンイノベーションの中核拠点である本センターの活動を通じて、経営計画「Denka100」の新成
長戦略のひとつである「成長ドライバーへの資源の集中と次世代製品開発」を推進し、ソリューション（できる）を生み
出し、新たな価値創造（つくる）にまい進して、社会からの期待と信頼に応えてまいります。

デンカイノベーションセンター本館が、
日経ニューオフィス賞とグッドデザイン賞を受賞

昨年12月にデンカと三井物産（株）とで米国に設立した
共同出資会社Denka	Performance	Elastomer	LLC（以下
DPE）は、デュポン社（E.I.	du	Pont	de	Nemours	and	
Company)よりクロロプレンゴム事業を譲り受けるための
契約を締結しておりました。
このたび各国所管当局の正式な承認が得られ、本年10月
31日に、同契約に基づき当該事業取得に関する手続きが完
了し、これにより、デュポン社のポンチャートレイン工場

のクロロプレンプラントは、同年11
月1日より、DPEのプラントとして新
たにスタートいたしました。
デンカは青海工場に加え、北米に
第2の生産拠点を保有することとな
り、高品質で安定的な供給体制の強
化を図り、顧客満足度の更なる向上
を目指します。

米デュポン社の
クロロプレンゴム事業譲受完了
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商号 デンカ株式会社
（2015年10月1日現在）

設立 1915年（大正4年）5月1日

資本金 369億9,843万6,962円

従業員数 連結5,309名　単体2,934名
（2015年3月31日現在）

事業所

本社
〒103-8338	
東京都中央区日本橋室町二丁目1番1号
日本橋三井タワー　TEL:03-5290-5055

支店
大阪、名古屋、福岡、新潟、北陸（富山県富山市）、
札幌、東北（宮城県仙台市）

国内営業所
長野、群馬（群馬県高崎市）、広島、四国（香川県高
松市）、秋田

国内研究所
デンカイノベーションセンター（東京都町田市）
●先進技術研究所
●ライフイノベーション研究所
●インフラソリューション開発研究所
ポリマー・加工技術研究所（千葉県市原市）

国内工場
青海（新潟県糸魚川市）、大牟田、千葉（千葉県市原
市）、渋川、大船（神奈川県鎌倉市）、伊勢崎（群馬
県伊勢崎市・太田市）

海外拠点
ニューヨーク、カリフォルニア、デュッセルドルフ、
ドバイ、シンガポール、ベトナム、マレーシア、
上海、北京、広州、蘇州、香港、天津、大連、台湾、
ソウル

主な関係会社
デンカポリマー株式会社（東京都江東区）
デンカ生研株式会社（東京都中央区）
東洋スチレン株式会社（東京都港区）
日之出化学工業株式会社（京都府舞鶴市）
株式会社アクロス商事（東京都港区）
株式会社YKイノアス（東京都文京区）

取締役および監査役ならびに執行役員

取締役
代表取締役社長 吉髙　紳介
代表取締役 綾部　光邦
取締役 前田　哲郎
取締役 宇田川秀行
取締役 山本　　学
取締役（社外） 橋本　　正
取締役（社外） 佐藤　康夫
取締役（社外） 山本　明夫

執行役員
社長執行役員 吉髙　紳介
専務執行役員 綾部　光邦
専務執行役員 狩野 	 利春
常務執行役員 宇田川秀行
常務執行役員 山本　　学
常務執行役員 清水　紀弘
常務執行役員 松下三四郎
常務執行役員 中野　健次
常務執行役員 鈴木　正治

執行役員 小泉　　健
執行役員 新村　哲也
執行役員 木村　順一
執行役員 今井　俊夫
執行役員 平野　秀樹
執行役員 田口　広一
執行役員 渡部　秀樹
執行役員 横山　豊樹
執行役員 田渕　浩記

監査役
常勤監査役 玉木　昭平
常勤監査役 酒本　正徳
監査役（社外） 笹浪　恒弘
監査役（社外） 木下　俊男

会社概要

役員一覧
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（2015年9月30日現在）

会社および株式の情報
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発行可能株式総数 1,584,070,000株

発行済株式総数 465,954,121株 

株主数 33,064名

株主名
当社への出資状況

持株数
（千株）

持株比率
（％）

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口） 28,724 6.16

日本トラスティ・サービス信託銀行
株式会社（信託口） 26,087 5.60

みずほ信託銀行株式会社 退職給付信
託 みずほ銀行口 再信託受託者 資産
管理サービス信託銀行株式会社

16,079 3.45

全国共済農業協同組合連合会 15,965 3.43

デンカ株式会社 15,099 3.24

三井生命保険株式会社 11,908 2.56
STATE STREET BANK AND 
TRUST COMPANY 505001 9,976 2.14

JUNIPER 9,570 2.05
STATE STREET BANK AND 
TRUST COMPANY 505223 7,922 1.70

CBNY-GOVERNMENT OF 
NORWAY 7,474 1.60

三井住友海上火災保険株式会社 6,916 1.48

大株主

　配当金計算書または配当金領収証にてご案内

のとおり、１株につき6円とさせていただいて

おります。

金融機関
172,402
（37.00％）

個人・その他
94,702
（20.32％）

外国人
159,906
（34.32％）

その他国内法人
31,359
（6.73％）

証券会社
7,583
（1.63％）

株式所有者別分布状況	（単位：千株）

5千株以上
1万株未満
2,391
（7.23％）

1千株以上
5千株未満
20,195
（61.08％）

1千株未満
8,538
（25.82％）

1万株以上
1,940
（5.87％）

株式所有数別分布状況	（単位：名）

事業年度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
株主確定基準日 定時株主総会・期末配当　	 3月31日

中間配当　　　　　　　　	 9月30日
その他必要あるときは、あらかじめ公告い
たします。

定時株主総会 6月
公告方法 電子公告の方法によりおこないます。

ただし、事故その他やむを得ない事由に
より電子公告をおこなうことができない
ときは、日本経済新聞に掲載します。
公告掲載URL
（http://www.denka.co.jp/）

株主メモ

株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

特別口座の
口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

郵便物送付先
（電話照会先）

〒168-0063	
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　
証券代行部
	0120-782-031

上場証券取引所 東京証券取引所
証券コード 4061

当期（2016年3月期）の
「中間配当金」のお支払いについて

株式の状況
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